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Ⅱ．調査結果の概要 

１．調査結果の概要の見方 

調査結果の概要では、はじめに、ひとり親世帯数について述べる。 

次に、今回の調査結果を母子・父子・寡婦・養育者の世帯間及び、震災が要因でひとり親に

なった世帯（以下：震災世帯）と他の要因でひとり親になった世帯（以下：一般世帯）で比較

し、更に、平成 22 年に実施した「宮城県ひとり親世帯等実態調査」（以下：前回調査）の結果

との比較・分析を行っている。 

なお、一般世帯は無作為抽出、震災世帯は平成 23 年 3 月 11 日当時 18 歳以下の児童を有し

た全世帯を対象としている。 

また、前回調査の実施概要は下記のとおりである。 

【前回調査】 

（１）調査の名称   宮城県母子世帯等実態調査

（２）調査実施主体  宮城県（協力機関：市町村）

（３）調査設計 

① 調査対象者    仙台市を除く県内の市町村に居住する、母子世帯及び父子世帯並びに寡婦、

養育者世帯に該当する世帯から無作為に抽出した 3000 世帯（*） 

           （*）母子家庭：2160 件、父子家庭：550 件、寡婦世帯：200 件、養育者世

帯 90 件 

② 調査方法     調査対象世帯に対して、調査票および返信用封筒を郵送し、記入後の調査票

を郵送により回収した。 

③ 調査基準日    平成２２年９月１日 

④ 調査期間     平成２２年９月１日から平成２２年９月２４日まで 

（４）調査票の回収状況等 

発送数 回収数 回収率 有効回収数 有効回収率

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ）Ｂ/Ａ （Ｄ） （Ｅ)Ｄ/Ａ 

母子世帯 2,160 人 923 件 42.7% 914 票 42.3%

父子世帯 550 人 244 件 44.4% 241 票 43.8%

寡婦世帯 200 人 98 件 49.0% 93 票 46.5%

養育者世帯 90 人 57 件 63.3% 55 票 61.1%

合計 3,000 人 1,322 件 44.0% 1,303 票 43.4%
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※分析部分の見方については、次の通りである。 

実線囲みの部分には今回調査結

果のグラフを掲載している。 

点線囲みの部分には、前回調査結果のグラフを

掲載している。 
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２．調査結果の概要 

仙台市以外の市町村に居住するひとり親世帯数については、母子世帯が 13,104 世帯、父子世帯が

1,638 世帯、寡婦世帯が 2,141 世帯となっており、全体(養育者除く)の 77.6％が母子世帯とな

っている。 

居住地別に見ると、母子世帯の 71.6％、父子世帯の 68.5％、寡婦世帯の 80.8％が市部に居

住している。 

前回調査（仙台市を除く。）と比べると、母子世帯で 1,098 世帯、父子世帯で 719 帯、寡婦

世帯で 939 世帯の増加となっている。 

なお、仙台市調査による仙台市のひとり親世帯を加えると、母子世帯が 26,195 世帯、父子

世帯が 3,616 世帯、寡婦世帯が 10,006 世帯となっている。 

平成２５年度母子世帯等実態調査世帯数市町村別一覧表 

平成２５年度母子世帯等実態調査世帯数市町村別一覧表

（単位：世帯） （単位：世帯）

Ｎｏ 市町村名 全世帯数 母子世帯 父子世帯 寡婦世帯養育者世帯 計 Ｎｏ 市町村名 全世帯数 母子世帯 父子世帯 寡婦世帯 養育者世帯 計

1 石巻市 59,903 1,939 236 841 6 3,022 20 亘理町 11,409 344 36 19 2 401

2 塩釜市 22,317 695 49 257 6 1,007 21 山元町 4,697 118 14 41 2 175

3 気仙沼市 25,696 739 108 0 3 850 22 松島町 5,517 125 7 0 1 133

4 白石市 14,025 370 30 12 5 417 23 七ヶ浜町 6,440 154 21 14 1 190

5 名取市 27,308 507 32 27 2 568 24 利府町 12,195 286 11 0 0 297

6 角田市 11,088 299 26 0 6 331 25 大和町 9,902 256 48 0 4 308

7 多賀城市 25,333 722 60 0 3 785 26 大郷町 2,679 78 17 0 1 96

8 岩沼市 16,471 449 31 0 1 481 27 富谷町 17,410 339 22 244 4 609

9 登米市 26,966 1,045 213 313 31 1,602 28 大衡村 1,741 78 17 14 0 109

10 栗原市 24,795 614 120 188 14 936 29 色麻町 1,985 64 16 12 2 94

11 東松島市 24,723 550 43 0 5 598 30 加美町 8,066 235 51 0 5 291

12 大崎市 48,853 1,458 174 92 14 1,738 31 涌谷町 5,889 187 35 11 3 236

13 蔵王町 4,337 100 22 9 4 135 32 美里町 8,672 260 43 0 1 304

14 七ヶ宿町 701 11 2 2 0 15 33 女川町 3,292 79 19 2 1 101

15 大河原町 9,164 241 19 14 1 275 34 南三陸町 4,828 131 31 0 2 164

16 村田町 3,878 109 27 28 4 168 327,478 9,387 1,122 1,730 96 12,335

17 柴田町 14,996 356 23 0 0 379 104,722 3,717 516 411 40 4,684

18 川崎町 3,275 64 23 1 2 90 473,598 13,104 1,638 2,141 136 17,019

19 丸森町 5,047 102 12 0 0 114 注１：平成25年5月1日現在の世帯数である。

注２：空欄は、把握困難等により世帯数未回答のものである。

市

町村

計

（参考）平成２２年度調査結果及び仙台市調査結果の概要 

（単位：世帯）

全世帯数 母子世帯 父子世帯 寡婦世帯 養育者世帯 計

901,930 25,097 2,897 9,067 118 37,179

仙台市 447,402 13,091 1,978 7,865 0 22,934

仙台市以外 454,528 12,006 919 1,202 118 14,245

平成22年度調査

注１：仙台市は平成21年2月時点の世帯数

注２：仙台市以外は平成22年5月時点の世帯数
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（１）母・父・寡婦および養育者の年齢 

(%)

n=

全体 (1,435)

一般 (1,159)

震災 (276)

母子計 (916)

一般 (762)

震災 (154)

父子計 (282)

一般 (177)

震災 (105)

寡婦計 (180)

一般 (174)

震災 (6)

養育者計 (57)

一般 (46)

震災 (11)

全
体

母
子
世
帯

父
子
世
帯

寡
婦
世
帯

養
育
者
世
帯

-

2.2 

1.8 

-

-

-

-

0.6 

0.4 

-

0.5 

0.4 

-

0.5 

0.4 

２０歳未満

-

-

-

-

-

-

-

0.6 

0.4 

-

2.2 

1.9 

-

1.6 

1.3 

２０～２４歳

-

-

-

-

2.3

2.2

-

2.8

1.8

2.6

8.4

7.4

1.4

6.3

5.4

２５～２９歳

-

-

-

50.0

18.4

19.4

3.8

8.5

6.7

10.4

15.7

14.8

8.3

14.4

13.2

３０～３４歳

-

4.3

3.5

-

37.4

36.1

17.1

24.3

21.6

18.8

23.4

22.6

17.0

24.8

23.3

３５～３９歳

-

2.2 

1.8 

33.3 

24.1 

24.4 

17.1 

19.2 

18.4 

27.9 

27.3 

27.4 

22.8 

24.6 

24.3 

４０～４４歳

-

-

-

16.7

17.8

17.8

21.9

16.9

18.8

26.0

13.9

15.9

23.2

14.4

16.1

４５～４９歳

-

13.0

10.5

-

-

-

23.8

16.4

19.1

13.0

6.7

7.8

16.3

7.4

9.1

５０～５４歳

27.3

10.9

14.0

-

-

-

13.3

6.8

9.2

1.3

1.6

1.5

6.9

2.5

3.3

５５～５９歳

72.7 

67.4 

68.4 

-

-

-

2.9 

2.8 

2.8 

-

0.1 

0.1 

4.0 

3.2 

3.3 

６０歳以上

-

-

-

-

-

-

-

1.1 

0.7 

-

0.1 

0.1 

-

0.3 

0.2 

無回答

○震災世帯は一般世帯より年齢構成が高い 

ひとり親世帯の年齢構成は「40～44 歳」が 24.3%、「35～39 歳」が 23.3%で「35～44 歳」で

半数近くを占めている。又、「45～49 歳」16.1%、「30～34 歳」13.2%と「30～49 歳」で 8割近

い。年齢構成では、「45歳以上」の構成割合が「一般世帯」より「震災世帯」の方が高いのが

特徴的である。世帯類型別に見ると、母子世帯では「40～44 歳」27.4%、「35～39 歳」が 22.6%
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と「35～44 歳」で半数を占め、「30～49 歳」では 8割を超える。 

一般母子世帯と震災母子世帯を比較すると、震災母子世帯の「45～49 歳」「50～54歳」の割

合が一般母子世帯の 2倍近いのが特徴的である。 

父子世帯の父の年齢は「35～39 歳」が 21.6%、「40～44 歳」「45～49 歳」「50～54 歳」がそ

れぞれ 19%前後と「35～54 歳」で 8割近くなる。 

一般父子世帯と震災父子世帯を比較すると震災父子世帯の「45 歳以上」の割合が一般父子

世帯より高い。 

寡婦世帯の母の年齢は「35～39 歳」が 36.1%、「40～44 歳」が 24.4%、「45～49 歳」が 17.8%

と「35～49 歳」で 8割近くなる。 

養育者世帯の保護者の年齢は、「60 歳以上」が 68.4%と 7 割近くを占め、一般、震災いずれ

も同様の傾向である。 

前回調査と比較すると、母子世帯の年齢階層は、ほぼ同様の結果となっている。また、父子

世帯では「25～44 歳」の割合が減り、逆に「45 歳以上」の割合が 17.0%増えている。 

寡婦世帯では「35～44 歳」の各層が前回を上回り、特に「35～39 歳」で 36.0%、「40～44 歳」

で 21.2%、「30～34 歳」で 19.4%上回った。逆に「45 歳以上」の各層で前回を下回り、特に「50

～54 歳」で 35.5%、「55～59 歳」で 25.8%、「45～49 歳」で 13.4%と減少幅が顕著となっている。

養育者世帯は前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

【参考：前回調査（平成 22 年）】 

n=

全体 (1,303)

母子世帯 (914)

父子世帯 (241)

寡婦世帯 (93)

養育者世帯 (55) -

-

-

-

-

２０歳未満

-

-

-

2.5 

1.8 

２０～２４歳

1.8

-

5.0

7.9

6.5

２５～２９歳

-

-

14.1

17.0

14.5

３０～３４歳

1.8

-

24.5

26.4

23.1

３５～３９歳

-

3.2 

22.8 

26.0 

22.7 

４０～４４歳

3.6

31.2

14.1

13.1

14.2

４５～４９歳

9.1

35.5

11.2

5.3

8.7

５０～５４歳

14.5

25.8

6.2

1.5

4.7

５５～５９歳

67.3 

4.3 

1.7 

0.1 

3.5 

６０歳以上

1.8 

-

0.4 

0.2 

0.3 

無回答

(%)
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（２）家族の状況 

①子ども以外の同居家族 

(%) (%)

n=

父母 祖父母
兄弟
姉妹

子の
配偶者

その他 いない 無回答
核家族
以外

核家族 無回答

母子世帯計 (916) 40.5       13.2       13.8       1.5         5.3         50.3       1.3         48.4 50.3 1.3

母子世帯 一般 (762) 41.7       13.6       15.1       1.6         5.5         49.2       1.2 49.6 49.2       1.2

震災 (154) 34.4       11.0       7.1         1.3         4.5         55.8       1.9         42.2 55.8 1.9

父子世帯計 (282) 53.5       16.7       13.1       4.3         3.9         29.8       2.5 67.7 29.8       2.5

父子世帯 一般 (177) 61.6       19.8       13.6       4.0         4.0         24.3       2.3 73.4 24.3       2.3

震災 (105) 40.0       11.4       12.4       4.8         3.8         39.0       2.9 58.1 39.0       2.9

子ども以外の同居家族 家族形態

:上位1位 :上位2位 :上位3位の子ども以外の同居者

○母子世帯は父子世帯より核家族の割合が多い 

 子ども以外の同居家族では、母子世帯では同居家族が「いない」とする「核家族」が 50.3%、

「核家族以外」が 48.4%と、核家族の割合がやや高い。「一般」「震災」別では「震災母子世帯」

の方が核家族の割合が高い。 

 父子世帯は母子世帯とは反対に「核家族以外」が 67.7%、「核家族」は 29.8%と「核家族以外」

の割合が「核家族」を大きく上回っている。 

「一般」「震災」別では「一般父子世帯」の方が「震災父子世帯」より「父母」「祖父母」と

同居している割合が高いことから、「核家族以外」の割合が高くなっている。 
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②20 歳未満の子どもの状況 

(%)

n=

就学前 小学生 中学生 高校生
各種専門
学校生

短大・
大学生

就職して
いる

その他 無回答 あり なし

母子世帯計 (916) 22.3        40.2        29.0        29.8        2.9          4.7          3.8          2.6          2.0 55.8 44.2

母子世帯 一般 (762) 21.4        39.8        29.1        29.9        2.6          3.5          4.3          3.0          1.8 55.9 44.1

震災 (154) 26.6        42.2        28.6        29.2        4.5          10.4        1.3          0.6          2.6 55.2 44.8

父子世帯計 (282) 8.5          38.3        35.5        39.0        3.9          5.7          6.4          4.6          2.8          43.6 56.4

父子世帯 一般 (177) 6.8          41.2        37.9        35.6        1.7          2.8          7.9          4.5          4.0          44.6 55.4

震災 (105) 11.4        33.3        31.4        44.8        7.6          10.5        3.8          4.8          1.0          41.9 58.1

養育者
世帯計

(57) 5.3          31.6        29.8        36.8        3.5          7.0          5.3          1.8          1.8          36.8 63.2

養育者
世帯

一般 (46) 4.3          28.3        34.8        37.0        2.2          6.5          6.5          2.2          2.2          32.6 67.4

震災 (11) 9.1          45.5        9.1          36.4        9.1          9.1          -              -              - 54.5 45.5

20歳未満の子どもの状況
未就学児、
小学生の有無

:上位1位 :上位2位 :上位3位の20歳未満の同居の子ども

○母子世帯は未就学児、小学生の割合が多い 

 生計を共にしている 20 歳未満の子どもの状況は、母子世帯では「未就学児、小学生あり」

の世帯が 55.8%、いない世帯は 44.2%と、「未就学児、小学生あり」の世帯が 5割以上となって

いる。 

「一般」「震災」別では「未就学児、小学生の有無」は、ほぼ同様の傾向である。 

 父子世帯、養育者世帯では母子世帯とは反対に「未就学児、小学生なし」の世帯の割合が高

く、父子世帯の 56.4%、養育者世帯の 63.2%が「未就学児、小学生なし」となっている。 

「一般」「震災」別では父子世帯では「一般父子世帯」の方が「小学生」が、「震災父子世帯」

は「高校生」の割合が高い。
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（３）ひとり親世帯になった理由 

ひとり親世帯になられたのはどのような理由からですか。 

[該当する番号１つに○をつけてください。]

(%)

n=

病死
災害、
事故死

その他
死亡

離婚
未婚
の父母

遺棄
配偶者の
心身障害

家出、
行方不明

その他 無回答

全体 (1,378) 5.4        19.4      1.2        67.3      5.2        0.2        0.1        0.1        0.7        0.4

全体 一般 (1,113) 6.5        1.7        1.3        82.8      6.5        0.3        0.2        0.1        0.3        0.4

震災 (265) 1.1        94.0      0.8        1.9        -             -             -             -             2.3        -

母子世帯計 (916) 3.4        17.0      1.0        70.5      7.3        0.2        -             -             0.5        -

母子世帯 一般 (762) 3.8        1.7        1.0        84.1      8.8        0.3        -             -             0.3        -

震災 (154) 1.3        92.9      0.6        3.2        -             -             -             -             1.9        -

父子世帯計 (282) 3.9        36.2      1.1        54.3      0.7        0.4        0.7        0.4        1.4        1.1

父子世帯 一般 (177) 5.6        1.1        1.1        86.4      1.1        0.6        1.1        0.6        0.6        1.7

震災 (105) 1.0        95.2      1.0        -             -             -             -             -             2.9        -

寡婦世帯計 (180) 18.3      5.6        2.2        71.1      1.7        -             -             -             -             1.1

寡婦世帯 一般 (174) 19.0      2.3        2.3        73.6      1.7        -             -             -             -             1.1

震災 (6) -          100.0    -             -             -             -             -             -             -             -

※震災世帯には、関連死等も含まれている :上位1位 :上位2位 :上位3位の理由

○「離婚」が減少し、「災害、事故死」「未婚」が微増 

ここでは、震災世帯のほとんどが「災害、事故死」を理由としていることから、一般と前回

比較を行う。 

ひとり親世帯になった理由について、一般全体では「離婚」が 82.8%と最も高い。 

前回調査と比較すると、いずれの世帯においても「離婚」の割合が減少し、「災害、事故死」

「未婚」の割合がわずかに増加している。
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【参考：前回調査（平成 22 年）】 

(%)

n=

病死
災害、
事故死

その他
死亡

離婚
未婚の
父母

遺棄
配偶者の
心身障害

家出、
行方不明

その他 無回答

全体 (1,248) 4.7        0.3        1.5        87.0      5.3        3.7        21.3      15.8      5.3        6.4

母子世帯 (914) 3.1        0.3        1.9        87.2      7.2        -             0.1        0.1        0.1        -

父子世帯 (241) 7.5        0.4        0.8        88.4      0.4        -             0.4        1.7        0.4        -

寡婦世帯 (93) 14.0      -             -             81.7      2.2        -             -             -             -             2.2

:上位1位 :上位2位 :上位3位の理由
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（４）収入の状況 

あなたの世帯の平成 25 年の年間収入はどの位ですか（ボーナス、児童扶養手当、年金、養育

費、仕送り等臨時収入を含む全世帯員の合計額）。[該当する番号１つに○をつけてください。]

(%)

(%) 一般 震災 一般 震災 一般 震災 一般 震災

n= (762) (154) (177) (165) (174) (6) (46) (11)

3.9   1.9   3.4   2.9   4.4   4.6   2.2   -

8.1   3.9   3.4   1.9   10.0 10.3 13.0 -

17.7 8.4   4.5   1.9   18.3 18.4 10.9 27.3

16.1 9.7   10.2 5.7   11.1 11.5 13.0 9.1

14.7 14.3 16.9 6.7   12.8 13.2 10.9 -

13.1 11.0 13.6 9.5   10.0 10.3 17.4 -

6.3   6.5   11.9 13.3 8.3   6.9   10.9 9.1

4.2   9.1   8.5   5.7   4.4   4.6   4.3   -

3.7   7.1   5.1   3.8   5.6   5.7   6.5   18.2

1.8   11.0 5.1   5.7   3.3   3.4   -        18.2

1.3   5.2   3.4   12.4 2.2   2.3   -        9.1

1.3   2.6   3.4   8.6   2.2   2.3   -        -

2.9   7.1   5.6   18.1 3.3   2.9   4.3   -

1.0   0.6   0.6   1.9   2.8   2.3   2.2   -

3.7   1.3   4.5   1.9   1.1   1.1   4.3   9.1

母子世帯 父子世帯 寡婦世帯 養育者世帯

3.6 

7.4 

16.2 

15.1 

14.6 

12.8 

6.3 

5.0 

4.3 

3.4 

2.0 

1.5 

3.6 

1.0 

3.3 

3.2 

2.8 

3.5 

8.5 

13.1 

12.1 

12.4 

7.4 

4.6 

5.3 

6.7 

5.3 

10.3 

1.1 

3.5 

4.4 

10.0 

18.3 

11.1 

12.8 

10.0 

8.3 

4.4 

5.6 

3.3 

2.2 

2.2 

3.3 

2.8 

1.1 

1.8 

10.5 

14.0 

12.3 

8.8 

14.0 

10.5 

3.5 

8.8 

3.5 

1.8 

-

3.5 

1.8 

5.3 

0 10 20

５０万円未満

５０～１００万円未満

１００～１５０万円未満

１５０～２００万円未満

２００～２５０万円未満

２５０～３００万円未満

３００～３５０万円未満

３５０～４００万円未満

４００～４５０万円未満

４５０～５００万円未満

５００～５５０万円未満

５５０～６００万円未満

６００万円以上

収入なし

無回答

母子世帯計n=(916)

父子世帯計n=(282)

寡婦世帯計n=(180)

養育者世帯計n=(57)

:上位1位 :上位2位 :上位3位の年収

○世帯収入は増加傾向にあるものの依然として低く、また震災世帯は一般世帯より高い 

収入の状況について、母子世帯では「100～150 万円未満」の割合が 16.2％と最も高く、次

いで、「150～200 万円未満」15.1％、「200～250 万円未満」14.6%の順となっており、『収入な

し～250 万円未満』で 57.9％を占めている。 
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父子世帯では「200～250 万円未満」が 13.1％と最も高く、次いで、「300～350 万円未満」

12.4％、「250～300 万円未満」12.1%、「600 万円以上」10.3%の順となっている。 

寡婦世帯では「100～150 万円未満」が 18.3％と最も高く、次いで「200～250 万円未満」12.8％、

「150～200 万円未満」11.1%の順となっており、『収入なし～250 万円未満』で 57.7％を占め

ている。 

養育者世帯では「100～150 万円未満」「250～300 万円未満」がそれぞれ 14.0%と最も高く、

次いで「150～200 万円未満」12.3%の順となっている。 

なお、『100 万円未満』の占める割合を見ると、母子・寡婦・養育者世帯で１割を超えてい

る。 

世帯種別を「一般」「震災」別にみると、「震災世帯」の方が「一般世帯」より年収が高い傾

向にある。 

前回調査と比較すると、母子世帯では、「200 万円未満」の割合が減少し「200 万円以上」の

割合が増加している。父子世帯では、「400 万円未満」の割合が減少し「400 万円以上」の割合

が増加、寡婦世帯では「150～200 万円未満」が 4.0%減少し「100～150 万円未満」が 7.5%増加、

養育者世帯では「200～250 万円未満」が 9.4%減少し「250～300 万円未満」が 10.4%増加した。 

【参考：前回調査（平成 22 年）】 

(%)

4.4 

9.2 

21.4 

19.6 

14.0 

10.6 

5.1 

3.6 

2.1 

2.7 

0.8 

1.2 

1.2 

0.8 

3.3 

3.7 

3.3 

8.3 

12.4 

19.5 

10.4 

12.9 

7.9 

3.7 

5.0 

2.9 

1.2 

5.4 

1.2 

2.1 

2.2 

9.7 

10.8 

15.1 

12.9 

10.8 

10.8 

4.3 

3.2 

4.3 

1.1 

2.2 

6.5 

2.2 

4.3 

7.3 

9.1 

20.0 

9.1 

18.2 

3.6 

12.7 

3.6 

7.3 

1.8 

-

-

1.8 

1.8 

3.6 

0 10 20 30

５０万円未満

５０～１００万円未満

１００～１５０万円未満

１５０～２００万円未満

２００～２５０万円未満

２５０～３００万円未満

３００～３５０万円未満

３５０～４００万円未満

４００～４５０万円未満

４５０～５００万円未満

５００～５５０万円未満

５５０～６００万円未満

６００万円以上

収入なし

無回答

母子世帯n=(914)

父子世帯n=(241)

寡婦世帯n=(93)

養育者世帯n=(55)
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① 勤労形態 

あなたの勤労形態は何ですか。 [該当する番号１つに○をつけてください。]

(%)

n=

自営業
常時
雇用者

臨時雇用
者（パー
トを含
む）

内職
家事
手伝い

その他 無職 無回答

全体 (1,435) 6.4          48.2        26.3        0.3          0.4          3.3          14.1        1.0

全体 一般 (1,159) 6.7          47.7        28.7        0.4          0.4          3.3          11.6        1.1

震災 (276) 5.1          50.0        15.9        -               0.4          3.3          24.6        0.7

母子世帯計 (916) 3.1          45.9        31.9        0.3          0.7          2.6          14.5        1.1

母子世帯 一般 (762) 3.3          47.9        33.6        0.4          0.7          2.6          10.5        1.0

震災 (154) 1.9          35.7        23.4        -               0.6          2.6          34.4        1.3

父子世帯計 (282) 13.8        68.8        8.2          -               -               3.9          4.6          0.7

父子世帯 一般 (177) 16.9        65.0        9.0          -               -               4.0          4.0          1.1

震災 (105) 8.6          75.2        6.7          -               -               3.8          5.7          -

寡婦世帯計 (180) 7.2          37.2        31.7        1.1          -               4.4          17.8        0.6

寡婦世帯 一般 (174) 6.9          37.9        32.2        1.1          -               4.6          16.7        0.6

震災 (6) 16.7        16.7        16.7        -               -               -               50.0        -

養育者世帯計 (57) 21.1        17.5        8.8          -               -               7.0          42.1        3.5

養育者世帯 一般 (46) 23.9        15.2        10.9        -               -               6.5          39.1        4.3

震災 (11) 9.1          27.3        -               -               -               9.1          54.5        -

: 上位1位 :上位2位 : 上位3位の勤労形態

○「常時雇用者」「無職」が増加し、臨時雇用者が減少 

ひとり親世帯全体の勤労形態は、「常時雇用者」が 48.2％と約半数を占めている。「臨時雇

用者（パート含む）」（26.3％）とあわせると 75%を占めている。 

世帯類型別に見ると、母子世帯では「常時雇用者」が 45.9％、「臨時雇用者（パート含む）」

が 31.9％となっている。父子世帯では「常時雇用者」が 68.8％、「自営業」が 13.8％となっ

ており、これらをあわせると 8割強となる。寡婦世帯では「常時雇用者」が 37.2％、「臨時雇

用者（パート含む）」が 31.7％となっている。養育者世帯では「無職」が最も高く 42.1％とな

っている。 

世帯種別を「一般」「震災」別にみると、母子世帯、寡婦世帯、養育者世帯では「震災世帯」

の方が「一般世帯」より「無職」の割合が 15%以上高い。又、父子世帯は「震災世帯」の方が

「一般世帯」より「常時雇用者」の割合が高い。 

前回調査と比較すると、全体では「常時雇用者」が 3.5%増加し「臨時雇用者(パート含む)」

が 7.7%減少、無職が 3.7%増加している。母子世帯は全体と同様の傾向、父子世帯では「常時

雇用者」が 12.0%増加、「自営業」が 4.9%、「臨時雇用者(パート含む)」が 4.2%、「無職」が 2.9%

減少した。寡婦世帯では「常用雇用者」が 11.2%減少、「無職」が 11.3%増加、「養育者世帯」

では「臨時雇用者(パート含む)」が 3.9%減少、「無職」が 5.7%増加した。

（５）就労の状況 
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【参考：前回調査（平成 22 年）】 

(%)

n=

自営業
常時

雇用者

臨時雇用
者（パー
トを含
む）

内職
家事

手伝い
その他 無職 無回答

全体 (1,303) 7.1          44.7        34.0        0.2          1.3          0.8          10.4        1.5

母子世帯 (914) 3.4          42.7        40.8        0.1          1.5          0.8          10.0        0.8

父子世帯 (241) 18.7        56.8        12.4        -               -               1.7          7.5          2.9

寡婦世帯 (93) 6.5          48.4        35.5        -               2.2          -               6.5          1.1

養育者世帯 (55) 20.0        18.2        12.7        1.8          1.8          -               36.4        9.1

: 上位1位 :上位2位 : 上位3位の勤労形態
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②職業

あなたの現在の仕事の内容は何ですか。[該当する番号１つに○をつけてください。]

(%)

n=

専
門
的
職
業
（

医
師
，
看
護
師
，
保
健

師
・
保
育
士
・
教
員
な
ど
資
格
を
有
す

る
も
の
）

管
理
的
職
業
（

会
社
や
団
体
の
役
員
な

ど
）

事
務
（

一
般
事
務
の
ほ
か
，
外
勤
事
務

を
含
む
）

販
売
（

商
品
の
販
売
，
店
員
，
セ
ー

ル

ス
な
ど
）

運
輸
・
通
信
（

職
業
運
転
士
・
同
助

手
、

荷
役
な
ど
運
輸
従
事
者
、

通
信
従

事
者
）

農
業
，
林
業
，
漁
業

技
能
職
（

製
造
，
加
工
，
組
立
，
建

設
，
修
理
な
ど
の
従
事
者
）

サ
ー

ビ
ス
業
（

飲
食
店
，
理
容
・
美
容

店
な
ど
接
客
や
サ
ー

ビ
ス
業
従
事
者
）

そ
の
他

無
回
答

全体 (1,228) 12.6        2.1          20.5        11.3        5.8          1.9          16.9        10.7        12.2        5.9

全体 一般 (1,020) 12.5        1.3          19.5        12.5        5.4          1.8          16.6        11.7        12.9        5.9

震災 (208) 13.5        6.3          25.5        5.3          7.7          2.4          18.3        6.3          8.7          6.3

母子世帯計 (783) 15.7        0.9          25.5        12.8        2.7          1.0          10.9        11.7        11.9        6.9

母子世帯 一般 (682) 15.1        0.7          24.2        13.8        3.1          1.0          11.1        12.2        12.2        6.6

震災 (101) 19.8        2.0          34.7        5.9          -               1.0          8.9          8.9          9.9          8.9

父子世帯計 (267) 4.5          6.0          8.6          6.7          18.4        4.5          33.3        5.2          8.2          4.5

父子世帯 一般 (168) 2.4          3.0          3.6          7.7          19.6        4.8          37.5        7.1          9.5          4.8

震災 (99) 8.1          11.1        17.2        5.1          16.2        4.0          26.3        2.0          6.1          4.0

寡婦世帯計 (147) 12.9        2.0          19.7        12.9        -               -               16.3        15.0        19.0        2.0

寡婦世帯 一般 (144) 13.2        2.1          19.4        13.2        -               -               16.7        14.6        18.8        2.1

震災 (3) -               -               33.3        -               -               -               -               33.3        33.3        -

養育者世帯計 (31) 3.2          -               -               6.5          3.2          9.7          29.0        12.9        22.6        12.9

養育者世帯 一般 (26) 3.8          -               -               7.7          3.8          11.5        23.1        11.5        23.1        15.4

震災 (5) -               -               -               -               -               -               60.0        20.0        20.0        -

: 上位1 : 上位2位 : 上位3位の仕事内容

○「事務」が最多で増加傾向 

職業については、全体では「事務(一般事務のほか、外勤事務を含む)」が 20.5%と最も高く、

次いで、「技能職（製造、加工、組立、建設、修理などの従事者）」16.9%、「専門的職業(医師、

看護師、保健師、保育士、教員など資格を有するもの」12.6%の順となっている。 

世帯類型的に見ると、母子世帯では「事務（一般事務のほか、外勤事務を含む）」が 25.5%

と最も高く、次いで、「専門的職業(医師、看護師、保健師、保育士、教員など資格を有するも

の」15.7%、「サービス業（飲食店、理容・美容店など接客やサービス業従事者）」12.8%の順と

なっている。 

父子世帯では「技能職（製造、加工、組立、建設、修理などの従事者）」が 33.3％と最も高

く、次いで、「運輸・通信（職業運転士・同助手、荷役などの運転従事者、通信従事者）」18.4％、

「事務(一般事務のほか、外勤事務を含む)」8.6%の順となっている。 
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寡婦世帯では、「事務(一般事務のほか、外勤事務を含む)」19.7%と最も高く、次いで、「そ

の他」19.0%、「技能職（製造、加工、組立、建設、修理などの従事者）」16.3%の順となってい

る。 

養育者世帯では、「技能職（製造、加工、組立、建設、修理などの従事者）」が 29.0％と最

も高く、次いで「その他」が 22.6%の順となっている。 

世帯種別を「一般」「震災」別にみると、全体、母子世帯では「一般世帯」の方が「販売(商

品の販売、店員、セールス)」の割合が高く、「震災世帯」は「事務(一般事務のほか、外勤事

務を含む)」の割合が高い。父子世帯では「一般世帯」の方が「技能職（製造、加工、組立、

建設、修理などの従事者）」の割合が高く、「震災世帯」は「事務(一般事務のほか、外勤事務

を含む)」の割合が高い。 

前回調査と比較すると、全体、「母子世帯」「父子世帯」「寡婦世帯」いずれも、「事務(一般

事務のほか、外勤事務を含む)」が増加、「技能職（製造、加工、組立、建設、修理などの従事

者）、「サービス業（飲食店、理容・美容店など接客やサービス業従事者）」、「販売(商品の販売、

店員、セールス)」が減少した。 

【参考：前回調査（平成 22 年）】 

(%)

n=

専
門
的
職
業
（

医
師
，
看
護
師
，
保
健

師
・
保
育
士
・
教
員
な
ど
資
格
を
有
す

る
も
の
）

管
理
的
職
業
（

会
社
や
団
体
の
役
員
な

ど
）

事
務
（

一
般
事
務
の
ほ
か
，
外
勤
事
務

を
含
む
）

販
売
（

商
品
の
販
売
，
店
員
，
セ
ー

ル

ス
な
ど
）

運
輸
・
通
信
（

職
業
運
転
士
・
同
助

手
、

荷
役
な
ど
運
輸
従
事
者
、

通
信
従

事
者
）

農
業
，
林
業
，
漁
業

技
能
職
（

製
造
，
加
工
，
組
立
，
建

設
，
修
理
な
ど
の
従
事
者
）

サ
ー

ビ
ス
業
（

飲
食
店
，
理
容
・
美
容

店
な
ど
接
客
や
サ
ー

ビ
ス
業
従
事
者
）

そ
の
他

無
回
答

全体 (1,148) 12.5        1.1          14.8        13.9        5.3          3.7          21.3        15.8        5.3          6.4

母子世帯 (816) 14.8        0.7          18.5        15.4        2.9          1.3          16.2        18.5        6.3          5.3

父子世帯 (216) 4.2          2.8          3.2          8.8          15.3        11.1        37.5        5.6          1.9          9.7

寡婦世帯 (86) 15.1        -               12.8        15.1        2.3          1.2          26.7        15.1        4.7          7.0

養育者世帯 (30) -               3.3          3.3          3.3          6.7          20.0        30.0        16.7        6.7          10.0

: 上位1 : 上位2位 : 上位3位の仕事内容
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（６）養育費 

①養育費の状況 

離婚した夫（妻）から養育費を受けていますか。 [該当する番号１つに○をつけてください。]

(%)

n=

全体 (799)

一般 (794)

震災 (5)

母子計 (646)

一般 (641)

震災 (5)

(153)

※父子震災は該当者なし

全
体

母
子
世
帯

父子世帯 4.6 

-

23.9 

23.7 

-

20.2 

20.0 

現在も受けている

-

20.0 

2.8 

2.9 

20.0 

2.3 

2.4 

以前は受けていたが、今は

合意の上で受けていない

2.6

-

18.6

18.4

-

15.5

15.4

取り決めをしたが、

守られていない

89.5

40.0

53.5

53.4

40.0

60.5

60.3

全く受けたことがない

3.3

40.0

1.2

1.5

40.0

1.6

1.9

無回答

○父子世帯の 9割は「受けたことがない」 

ここでは、一般と前回比較を行う。 

養育費について、母子世帯では「現在も受けている」世帯は 23.9％、「取り決めをしたが守

られていない」世帯が 18.6%、「受けたことがない」世帯は 53.5％となっている。 

父子世帯では「現在も受けている」世帯は 4.6％、「受けたことがない」世帯は 89.5％とな

っている。 

前回調査と比較すると、「受けたことがない」はわずかに減少したものの、依然として高い。

【参考：前回調査（平成 22 年）】 

(%)

n=

全体 (1,010)

母子世帯 (797)

父子世帯 (213) 3.8 

23.5 

19.3 

現在も受けている

1.9 

14.1 

11.5 

受けたことがある

93.4

61.9

68.5

受けたことがない

0.9

0.6

0.7

無回答
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②養育費の金額 

養育費について、子ども１人につき月額でどのくらいですか。 

 [該当する番号１つに○をつけてください。]

(%)

n=

全体 (179)

母子世帯 (172)

父子世帯 (7)

震災母子世帯は1世帯のみ、震災父子世帯は該当世帯なしの為、グラフは非掲載

85.7 

25.0 

27.4 

１万円～２万円未満

14.3 

25.6 

25.1 

２万円～３万円未満

-

41.3

39.7

３万円～５万円未満

-

4.7

4.5

５万円以上

-

-

-

子どもの成長により変動する

-

3.5 

3.4 

無回答

○母子世帯の金額は、やや増加 

養育費の金額について、母子世帯では月額「３万円～５万円未満」が 41.3%と最も高く、次

いで「２万円～３万円未満」25.6％、「１万円～２万円未満」25.0%の順となっており、『５万

円未満』で９割以上を占めている。また、前回調査と比較すると、母子世帯の「３万円以上」

の割合がやや増加している。なお、今回の調査では該当父子世帯が 7世帯あったが、7世帯中

6世帯(85.7%)が月額「１万円～２万円未満」と回答した。 

【参考：前回調査（平成 22 年）】

(%)

n=

全体 (311)

母子世帯 (299)

父子世帯 (12) 66.7 

33.4 

34.7 

１万円～２万円未満

16.7 

23.1 

22.8 

２万円～３万円未満

-

33.8

32.5

３万円～５万円未満

-

3.3

3.2

５万円以上

8.3 

3.0 

3.2 

子どもの成長により変動する

8.3 

3.3 

3.5 

無回答
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（７）住居の状況 

① 東日本大震災前の住居

東日本大震災前の住居の状況は何ですか。 [該当する番号１つに○をつけてください。]

(%)

n=

持
ち
家
（

分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
を

含
む
）

父
母
等
の
家
に
同
居

借
家
（

民
間
の
借
家
・
ア
パ
ー

ト
・
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
）

公
営
・
公
社
・
公
団
の
賃
貸
住

宅
間
借
り

会
社
の
社
宅
等

母
子
生
活
支
援
施
設

そ
の
他

無
回
答

全体 (1,435) 31.5        30.6        23.8        10.2        0.9          0.9          0.2          1.2          0.8

全体 一般 (1,159) 24.8        33.8        25.2        12.0        1.0          0.7          0.2          1.3          0.9

震災 (276) 59.4        17.0        17.8        2.5          0.4          1.8          -               0.7          0.4

母子世帯計 (916) 23.5        33.7        28.2        10.6        1.1          0.8          0.2          1.1          0.9

母子世帯 一般 (762) 17.5        36.6        29.5        12.2        1.3          0.7          0.3          1.0          0.9

震災 (154) 53.2        19.5        21.4        2.6          -               1.3          -               1.3          0.6

父子世帯計 (282) 45.0        34.0        13.1        4.6          0.7          1.8          0.4          0.4

父子世帯 一般 (177) 33.3        44.6        13.0        5.6          0.6          1.7          0.6          0.6

震災 (105) 64.8        16.2        13.3        2.9          1.0          1.9          -               -

寡婦世帯計 (180) 40.6        17.2        21.1        17.8        -               -               -               2.8          0.6

寡婦世帯 一般 (174) 39.1        17.8        21.3        18.4        -               -               -               2.9          0.6

震災 (6) 83.3        -               16.7        -               -               -               -               -               -

養育者世帯計 (57) 64.9        5.3          14.0        7.0          1.8          1.8          1.8          3.5

養育者世帯 一般 (46) 60.9        6.5          15.2        8.7          2.2          -               2.2          4.3

震災 (11) 81.8        -               9.1          -               -               9.1          -               -

:上位1位 :上位2位 :上位3位の住居形態

○一般は「父母等の家に同居」震災は「持ち家」が最多 

東日本大震災前の住居の状況は、全体では「持ち家（分譲マンションを含む）」が 31.5％と

最も高く、次いで「父母等の家に同居」30.6%、「借家（民間の借家・アパート・賃貸マンショ

ン）」23.8%の順となっている。 

世帯類型別に見ると、母子世帯では「父母等の家に同居」が 33.7％と最も高く、次いで、「借

家（民間の借家・アパート・賃貸マンション）」28.2%、「持ち家（分譲マンションを含む）」が

23.5％の順となっている。 

父子世帯では、「持ち家（分譲マンションを含む）」が 45.0%と最も高く、次いで｢父母等の

家に同居｣34.0％の順となっている。 

寡婦世帯では「持ち家（分譲マンションを含む）」が 40.6%と最も高く、次いで、「借家（民

間の借家・アパート・賃貸マンション）」21.1％、「公営・公社・公団の賃貸住宅」17.8%の順

となっている。 

養育者世帯では「持ち家（分譲マンションを含む）」が 64.9％と最も高かった。 

世帯種別を「一般」「震災」別にみると、「震災世帯」の「持ち家（分譲マンションを含む）」

の割合が「一般世帯」より高いのが特徴的である。 
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② 東日本大震災前後で住居が異なるか 

現在の住居は、東日本大震災後の前と後では異なりますか。 

 [該当する番号１つに○をつけてください。]

(%)

n=

全体 (1,435)

一般 (1,159)

震災 (276)

母子計 (916)

一般 (762)

震災 (154)

父子計 (282)

一般 (177)

震災 (105)

寡婦計 (180)

一般 (174)

震災 (6)

養育者計 (57)

一般 (46)

震災 (11)

全
体

母
子
世
帯

父
子
世
帯

寡
婦
世
帯

養
育
者
世
帯 36.4 

78.3 

70.2 

33.3 

73.6 

72.2 

24.8 

75.7 

56.7 

46.1 

70.6 

66.5 

37.3 

72.1 

65.4 

震災前と同じ

54.5 

6.5 

15.8 

66.7 

23.6 

25.0 

75.2 

20.3 

40.8 

48.7 

23.5 

27.7 

59.4 

22.3 

29.5 

震災前と異なる

9.1 

15.2 

14.0 

-

2.9 

2.8 

-

4.0 

2.5 

5.2 

5.9 

5.8 

3.3 

5.5 

5.1 

無回答

○震災世帯は一般世帯より住環境の変化が大きい 

現在の住居が東日本大震災の前と後で異なるか尋ねたところ、全体では 65.4%が「震災前と

同じ」、29.5%が「震災前と異なる」と回答した。「一般」「震災」別ではその差は顕著で「震災

世帯」では 59.4%が震災前と異なるとしている。世帯類型別で「震災前と異なる」とする回答

が多かったのは「父子震災世帯」で 75.2%、次いで調査件数が 6 件と少ないが、「寡婦震災世

帯」66.7%、同様に調査件数が 11 件と少ないが「養育者震災世帯」54.5%、「母子震災世帯」48.7%

の順となっている。 
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③ 現在の住居 

あなたの東日本大震災後の住居の状況は何ですか。  

[該当する番号１つに○をつけてください。]

(%)

n=

持
ち
家
を
再
建
・
購
入
し
た

仮
設
住
宅
・
み
な
し
仮
設
住
宅

災
害
公
営
住
宅

父
母
や
親
族
等
の
家
に
同
居

借
家
（

民
間
の
借
家
・
ア
パ
ー

ト
・
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
）

公
営
・
公
社
・
公
団
の
賃
貸
住

宅
間
借
り

会
社
の
社
宅
等

母
子
生
活
支
援
施
設

そ
の
他

無
回
答

全体 (423) 18.7      38.8      1.7        16.3      15.6      4.0        0.9        0.9        -             3.1        -

全体 一般 (259) 14.3      35.1      2.3        15.4      20.8      5.4        1.2        1.5        -             3.9        -

震災 (164) 25.6      44.5      0.6        17.7      7.3        1.8        0.6        -             -             1.8        -

母子世帯計 (254) 16.9      33.9      2.0        18.1      18.9      5.1        1.2        1.2        -             2.8        -

母子世帯 一般 (179) 12.3      32.4      2.8        15.6      24.0      6.7        1.1        1.7        -             3.4        -

震災 (75) 28.0      37.3      -             24.0      6.7        1.3        1.3        -             -             1.3        -

父子世帯計 (115) 18.3      45.2      1.7        18.3      9.6        2.6        -             0.9        3.5        -

父子世帯 一般 (36) 11.1      33.3      2.8        27.8      11.1      2.8        -             2.8        8.3        -

震災 (79) 21.5      50.6      1.3        13.9      8.9        2.5        -             -             1.3        -

寡婦世帯計 (45) 26.7      48.9      -             4.4        13.3      2.2        2.2        -             -             2.2        -

寡婦世帯 一般 (41) 24.4      48.8      -             4.9        14.6      2.4        2.4        -             -             2.4        -

震災 (4) 50.0      50.0      -             -             -             -             -             -             -             -             -

養育者世帯計 (9) 33.3      44.4      -             -             11.1      -             -             -             11.1      -

養育者世帯 一般 (3) 33.3      33.3      -             -             33.3      -             -             -             -             -

震災 (6) 33.3      50.0      -             -             -             -             -             -             16.7      -

:上位1位 :上位2位 :上位3位の住居形態

○「仮設住宅・みなし仮設住宅」は 4割 

東日本大震災後の住居の状況は、全体及びすべての世帯類型で「仮設住宅・みなし仮設住宅」

が 3 割から 5 割と最も高い結果となった。その中でも当然の結果ではあるが、「震災世帯」の

「仮設住宅・みなし仮設住宅」の割合が「一般」より高くなっている。 
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【参考：前回調査（平成 22 年）】 

(%)

n=

持
ち
家
（

分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
を

含
む
）

父
母
等
の
家
に
同
居

借
家
（

民
間
の
借
家
・
ア
パ
ー

ト
・
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
）

公
営
・
公
社
・
公
団
の
賃
貸
住

宅
間
借
り

会
社
の
社
宅
等

母
子
生
活
支
援
施
設

そ
の
他

無
回
答

全体 (1,303) 18.5      36.2      24.5      17.7      1.9        0.2        -             0.5        0.5

母子世帯 (914) 10.6      36.7      28.6      21.3      1.9        0.2        -             0.3        0.4

父子世帯 (241) 36.9      45.6      12.0      2.9        2.1        -             0.4        1.9

寡婦世帯 (93) 20.4      22.6      25.8      25.8      2.2        -             -             1.1        2.2

養育者世帯 (55) 65.5      10.9      9.1        9.1        1.8        -             3.6        -

:上位1位 :上位2位 :上位3位の住居形態
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（８）困りごと等 

①-1 ひとり親世帯になった当時困ったこと 

ひとり親世帯になった当時困ったことは何ですか。 

 [該当する番号１つに○をつけてください。]

(%)

(%) 一般計 震災計 一般 震災 一般 震災 一般 震災

n= (985) (270) (762) (154) (177) (105) (46) (11)

55.4 18.5 62.1 24.0 27.7 9.5   52.2 27.3

21.8 27.8 17.1 21.4 40.7 36.2 28.3 36.4

9.5   5.2   9.4   5.8   11.9 3.8   2.2   9.1

3.7   16.7 3.0   25.3 6.2   5.7   4.3   -

2.9   12.6 3.8   14.3 -        10.5 -        9.1

1.5   10.0 0.1   -        7.9   23.8 -        18.2

2.1   5.2   2.2   4.6   1.1   6.7   4.3   -

1.5   3.0   1.2   3.9   2.3   1.9   4.3   -

1.4   1.1   1.0   0.7   2.3   1.9   4.3   -

全体 母子世帯 父子世帯 養育者世帯

47.5 

23.1 

8.6 

6.5 

5.0 

3.3 

2.8 

1.8 

1.4 

55.7 

17.8 

8.8 

6.8 

5.6 

0.1 

2.6 

1.6 

1.0 

20.9 

39.0 

8.9 

6.0 

3.9 

13.8 

3.2 

2.1 

2.1 

47.4 

29.8 

3.5 

3.5 

1.8 

3.5 

3.5 

3.5 

3.5 

0 20 40 60

生活費

子どもの世話や教育

仕事

相談相手

住居

家事

その他

健康

無回答

全体n=(1,255)

母子世帯計n=(916)

父子世帯計n=(282)

養育者世帯計n=(57)

:上位1位 :上位2位 :上位3位の困ったこと等

○震災母子は「相談相手」が最多。震災父子は「生活費」よりも「家事」 

ひとり親世帯になった当時困ったことについて、全体では「生活費」が 47.5%と最も高く、

次いで、「子どもの世話や教育」23.1%、「仕事」8.6%の順となっている。 

世帯類型的に見ると、母子世帯では「生活費」が最も多く 55.7%、次いで「子どもの世話や

教育」17.8%、父子世帯では、「子どもの世話や教育」が 39.0%と最も高く、次いで「生活費」
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20.9%の順となっている。父子世帯では「家事」の割合も他の世帯と比較すると高くなってい

る。養育者世帯では「生活費」が 47.4％と最も高く、次いで「子どもの世話や教育」29.8%の

順となっている。 

一般、震災別では全体、「震災父子」、「震災養育者」で「子どもの世話や教育」が「震災母

子」では「相談相手」が最も高い。 

前回調査と比較すると、東日本大震災後にひとり親世帯となった方も多いことから、「子ど

もの世話や教育」「相談相手」「住居」の割合がそれぞれの世帯類型で前回を上回っている。 

【参考：前回調査（平成 22 年）】 

(%)

59.4

16.5

11.7

3.2

2.3

2.1

1.4

2.2

1.1

66.5 

10.5 

11.7 

4.0 

2.0 

0.3 

1.4 

2.3 

1.2 

35.3

32.8

13.3

0.4

4.1

9.5

1.7

2.1

0.8

47.3 

45.5 

3.6 

1.8 

-

-

-

1.8 

-

0 20 40 60 80

生活費

子どもの世話や教育

仕事

住居

相談相手

家事

健康

その他

無回答

全体n=(1,210)

母子世帯計n=(914)

父子世帯計n=(241)

養育者世帯計n=(55)
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①-2 ひとり親世帯になった当時困ったこと＜家族形態別＞ 

(%)

n=

生活費 仕事 住居 家事 健康
相談相

手

子ども
の世話
や教育

その他 無回答

(916) 55.7 8.8        5.6        0.1        1.6        6.8        17.8      2.6        1.0

(1) (3) (5) (8) (7) (4) (2) (6)

(455) 53.0 10.8      4.6        -          1.3        8.4        18.2      2.6        1.1

(1) (3) (5) (8) (7) (4) (2) (6)

(461) 58.4 6.9        6.5        0.2        2.0        5.2        17.4      2.6        0.9

(1) (3) (4) (8) (7) (5) (2) (6)

(762) 62.1 9.4        3.8        0.1        1.2        3.0        17.1      2.2        1.0

(1) (3) (4) (8) (7) (5) (2) (6)

(387) 58.9 11.6      2.8        -             1.3        4.1        17.8      2.1        1.3

(1) (3) (5) (8) (7) (4) (2) (6)

(375) 65.3 7.2        4.8        0.3        1.1        1.9        16.3      2.4        0.8

(1) (3) (4) (8) (7) (6) (2) (5)

(154) 24.0      5.8        14.3      -             3.9 25.3 21.4      4.5        0.6

(2) (5) (4) (8) (7) (1) (3) (6)

(68) 19.1      5.9        14.7      -             1.5 32.4 20.6      5.9        -

(3) (5) (4) (8) (7) (1) (2) (5)

(86) 27.9 5.8        14.0      -             5.8        19.8      22.1      3.5        1.2

(1) (5) (4) (8) (5) (3) (2) (7)

(282) 20.9      8.9        3.9        13.8      2.1        6.0 39.0 3.2        2.1

(2) (4) (6) (3) (8) (5) (1) (7)

(198) 20.2      7.6        4.0        10.6      2.5        7.1 42.4 3.0        2.5

(2) (4) (6) (3) (8) (5) (1) (7)

(84) 22.6      11.9      3.6        21.4      1.2        3.6 31.0 3.6        1.2

(2) (4) (5) (3) (8) (5) (1) (5)

(177) 27.7      11.9      -             7.9        2.3        6.2 40.7 1.1        2.3

(2) (3) (8) (4) (6) (5) (1) (7)

(134) 26.1      9.7        -             6.7        2.2        7.5 43.3 1.5        3.0

(2) (3) (8) (5) (6) (4) (1) (7)

(43) 32.6 18.6      -             11.6      2.3        2.3 32.6 -             -

(1) (3) (7) (4) (5) (5) (1) (7)

(105) 9.5        3.8        10.5      23.8      1.9        5.7 36.2 6.7        1.9

(4) (7) (3) (2) (8) (6) (1) (5)

(64) 7.8        3.1        12.5      18.8      3.1        6.3 40.6 6.3        1.6

(4) (7) (3) (2) (7) (5) (1) (5)

(41) 12.2      4.9        7.3 31.7 -             4.9        29.3      7.3        2.4

(3) (6) (4) (1) (8) (6) (2) (4)

母
子
世
帯

母子世帯計

母子世帯計

核家族以外

核家族

一般

一般計

核家族以外

核家族

震災

震災計

核家族以外

核家族

父
子
世
帯

父子世帯計

父子世帯計

核家族以外

核家族

一般

一般計

核家族以外

核家族

震災

震災計

核家族以外

核家族

:母子世帯計、父子世帯計より5%以上高い項目

:母子世帯計、父子世帯計より5%以上低い項目

( ) 内の数字は各項目の順位 (各世帯毎)

○父子世帯の核家族世帯は困りごととして「家事」が高い 

ひとり親世帯になった当時困ったことについて、家族形態別にみると、母子世帯の「核家族」

は「生活費」が「核家族以外」より高く、「核家族以外」は「仕事」が「核家族」よりも高い。

父子世帯では「家事」「仕事」が「核家族」が「核家族以外」を上回り、特に「家事」は大き

く上回っている。逆に「核家族以外」の「子どもの世話や教育」は「核家族」を大きく上回っ

ている。 

「一般」「震災」別に｢核家族以外｣と「核家族」で、差が顕著な困りごとは下記の通りであ

る。 

・一般母子世帯・・・「生活費」は「核家族」、「仕事」は「核家族以外」の方が高い。 

・震災母子世帯・・・「生活費」は「核家族」、「相談相手」は「核家族以外」の方が高い。 

・一般父子世帯・・・「家事」「仕事」は「核家族」、「子どもの世話や教育」は「核家族以外」 

の方が高い。 

・震災父子世帯・・・「生活費」「家事」は「核家族」、「住居」「子どもの世話や教育」は「核 

家族以外」の方が高い。 
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①-3 ひとり親世帯になった当時困ったこと＜未就学児、小学生の有無別＞ 

(%)

n=

生活費 仕事 住居 家事 健康
相談相

手

子ども
の世話
や教育

その他 無回答

(916) 55.7 8.8        5.6        0.1        1.6        6.8        17.8      2.6        1.0

(1) (3) (5) (8) (7) (4) (2) (6)

(511) 54.4 9.6        5.5        -          2.2        5.9        19.0      2.3        1.2

(1) (3) (5) (8) (7) (4) (2) (6)

(405) 57.3 7.9        5.7        0.2        1.0        7.9        16.3      3.0        0.7

(1) (3) (5) (8) (7) (3) (2) (6)

(762) 62.1 9.4        3.8        0.1        1.2        3.0        17.1      2.2        1.0

(1) (3) (4) (8) (7) (5) (2) (6)

(426) 61.3 9.9        4.2        -             1.4        2.6        16.7      2.6        1.4

(1) (3) (4) (8) (7) (5) (2) (5)

(336) 63.1 8.9        3.3        0.3        0.9        3.6        17.6      1.8        0.6

(1) (3) (5) (8) (7) (4) (2) (6)

(154) 24.0      5.8        14.3      -             3.9 25.3 21.4      4.5        0.6

(2) (5) (4) (8) (7) (1) (3) (6)

(85) 20.0      8.2        11.8      -             5.9        22.4 30.6 1.2        -

(3) (5) (4) (8) (6) (2) (1) (7)

(69) 29.0 2.9        17.4      -             1.4 29.0 10.1      8.7        1.4

(1) (6) (3) (8) (7) (1) (4) (5)

(282) 20.9      8.9        3.9        13.8      2.1        6.0 39.0 3.2        2.1

(2) (4) (6) (3) (8) (5) (1) (7)

(123) 19.5      12.2      3.3        9.8        1.6        4.1 44.7 3.3        1.6

(2) (3) (6) (4) (8) (5) (1) (6)

(159) 22.0      6.3        4.4        17.0      2.5        7.5 34.6 3.1        2.5

(2) (5) (6) (3) (8) (4) (1) (7)

(177) 27.7      11.9      -             7.9        2.3        6.2 40.7 1.1        2.3

(2) (3) (8) (4) (6) (5) (1) (7)

(79) 25.3      15.2      -             6.3        1.3        5.1 45.6 1.3        -

(2) (3) (8) (4) (6) (5) (1) (6)

(98) 29.6      9.2        -             9.2        3.1        7.1 36.7 1.0        4.1

(2) (3) (8) (3) (6) (5) (1) (7)

(105) 9.5        3.8        10.5      23.8      1.9        5.7 36.2 6.7        1.9

(4) (7) (3) (2) (8) (6) (1) (5)

(44) 9.1        6.8        9.1        15.9      2.3        2.3 43.2 6.8        4.5

(3) (5) (3) (2) (7) (7) (1) (5)

(61) 9.8        1.6        11.5      29.5      1.6        8.2 31.1 6.6        -

(4) (7) (3) (2) (7) (5) (1) (6)

母
子
世
帯

母子世帯計

母子世帯計

未就学児、
小学生あり

未就学児、
小学生なし

一般

一般計

未就学児、
小学生あり

未就学児、
小学生なし

震災

父
子
世
帯

父子世帯計

父子世帯計

未就学児、
小学生あり

未就学児、
小学生なし

一般

一般計

未就学児、
小学生あり

未就学児、
小学生なし

震災

震災計

未就学児、
小学生あり

未就学児、
小学生なし

震災計

未就学児、
小学生あり

未就学児、
小学生なし

:母子世帯計、父子世帯計より5%以上高い項目

:母子世帯計、父子世帯計より5%以上低い項目

( ) 内の数字は各項目の順位 (各世帯毎)

○「未就学児、小学生あり世帯」は「子どもの世話や教育」が高い 

ひとり親世帯になった当時困ったことについて、「未就学児、小学生の有無」別にみると、

母子世帯、父子世帯いずれも、「未就学児、小学生」がいる世帯の方が、「子どもの世話や教育」

の割合が、いない世帯よりも多い傾向があり、特に父子世帯ではその傾向が顕著となっている。 

「一般」「震災」別では、「震災母子世帯」の「未就学児、小学生あり」の世帯の「子どもの

世話や教育」、「未就学児、小学生なし」の世帯の「相談相手」「住居」が母子世帯計を大きく

上回っている。父子世帯では「一般父子世帯」の「未就学児、小学生あり」の世帯の「仕事」

「子どもの世話や教育」が父子世帯計を上回っている。
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②-1 現在困っていること 

現在あなたが困っていること悩んでいることは何ですか。 

 [該当する番号２つ以内に○をつけてください。]

(%)

(%) 一般計 震災計 一般 震災 一般 震災 一般 震災

n= (985) (270) (762) (154) (177) (105) (46) (11)

59.8 13.7 64.4 14.9 42.9 12.4 47.8 9.1

27.6 40.7 26.2 39.6 33.9 41.9 26.1 45.5

21.6 16.3 25.1 19.5 11.3 13.3 4.3   -

17.1 21.1 19.4 19.5 10.2 23.8 4.3   18.2

13.7 19.3 13.5 19.5 11.3 16.2 26.1 45.5

6.7   26.3 5.8   31.8 10.2 21.0 8.7   -

6.0   15.6 2.9   3.2   18.1 31.4 10.9 36.4

7.3   7.0   8.1   7.1   4.5   6.7   4.3   9.1

6.5   2.2   3.9   -        18.6 5.7   2.2   -

3.6   6.7   2.1   7.8   6.2   5.7   17.4 -

全体 母子世帯 父子世帯 養育者世帯

49.9 

30.4 

20.5 

17.9 

14.9 

10.9 

8.0 

7.3 

5.6 

4.2 

56.1 

28.5 

24.1 

19.4 

14.5 

10.2 

2.9 

8.0 

3.3 

3.1 

31.6 

36.9 

12.1 

15.2 

13.1 

14.2 

23.0 

5.3 

13.8 

6.0 

40.4 

29.8 

3.5 

7.0 

29.8 

7.0 

15.8 

5.3 

1.8 

14.0 

0 20 40 60

生活費

子どもの世話や教育

仕事

住居

健康

相談相手

家事

その他

結婚

無回答

全体n=(1,255)

母子世帯計n=(916)

父子世帯計n=(282)

養育者世帯計n=(57)

:上位1位 :上位2位 :上位3位の困ったこと等

○一般は「生活費」が最多。震災世帯は「子どもの世話や教育」「相談相手」「家事」 

現在困っていることについて、全体の約 5 割が「生活費」をあげており、以下、「子どもの

世話や教育」30.4%、「仕事」20.5%の順となっている。 

世帯類型別に見ると、母子・養育者世帯いずれも「生活費」が最も高くなっているものの、

父子世帯では「子どもの世話や教育」が最も高い。また、養育者世帯では｢健康｣が 29.8％と

割合が高くなっている。 

一般、震災別では、一般ではいずれの世帯も「生活費」が最も高いが、震災ではいずれの世

帯も「子どもの世話や教育」が最も高い。 
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前回調査と比較すると、いずれの世帯も「生活費」の割合は前回を下回っているものの、「子

どもの世話や教育」が「養育者世帯」を除いて上回っている。又、「住居」「健康」「相談相手」

「結婚」がすべての世帯で前回を上回っている。 

【参考：前回調査（平成 22 年）】 

(%)

62.7

30.1

9.7

3.5

14.3

6.6

3.9

30.3

7.1

3.4

64.6 

31.5 

10.8 

2.0 

14.3 

6.2 

3.1 

29.3 

7.7 

3.0 

49.4

23.7

3.8

14.7

13.5

8.3

9.6

35.9

3.2

5.8

58.3 

11.1 

-

2.8 

19.4 

11.1 

2.8 

41.7 

5.6 

5.6 

0 20 40 60 80

生活費

仕事

住居

家事

健康

相談相手

結婚

子ども世話や教育

その他

無回答

全体n=(1,368)
母子世帯n=(1,176)
父子世帯n=(156)
養育者世帯n=(36)
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②-2 現在困っていること＜家族形態別＞ 

(%)

n=

生活費 仕事 住居 家事 健康
相談相

手
結婚

子ども
の世話
や教育

その他 無回答

(916) 56.1 24.1      19.4      2.9        14.5      10.2      3.3        28.5      8.0        3.1

(1) (3) (4) (9) (5) (6) (8) (2) (7)

(455) 56.5 23.5      19.1      1.5        14.1      10.5      4.6        28.4      7.5        2.6

(1) (3) (4) (9) (5) (6) (8) (2) (7)

(461) 55.7 24.7      19.7      4.3        15.0      9.8        2.0        28.6      8.5        3.5

(1) (3) (4) (8) (5) (6) (9) (2) (7)

(762) 64.4 25.1      19.4      2.9        13.5      5.8        3.9        26.2      8.1        2.1

(1) (3) (4) (9) (5) (7) (8) (2) (6)

(387) 64.1 24.3      19.1      1.8        13.4      5.9        5.4        25.8      7.2        1.8

(1) (3) (4) (9) (5) (7) (8) (2) (6)

(375) 64.8 25.9      19.7      4.0        13.6      5.6        2.4        26.7      9.1        2.4

(1) (3) (4) (8) (5) (7) (9) (2) (6)

(154) 14.9      19.5      19.5      3.2        19.5      31.8      - 39.6 7.1        7.8

(6) (3) (3) (8) (3) (2) (9) (1) (7)

(68) 13.2      19.1      19.1      -             17.6      36.8      - 42.6 8.8        7.4

(6) (3) (3) (8) (5) (2) (8) (1) (7)

(86) 16.3      19.8      19.8      5.8        20.9      27.9      - 37.2 5.8        8.1

(6) (4) (4) (7) (3) (2) (9) (1) (7)

(282) 31.6      12.1      15.2      23.0      13.1      14.2      13.8 36.9 5.3        6.0

(2) (8) (4) (3) (7) (5) (6) (1) (9)

(198) 31.8      10.6      12.6      19.2      14.1      16.2      16.7 36.4 4.5        6.1

(2) (8) (7) (3) (6) (5) (4) (1) (9)

(84) 31.0      15.5      21.4      32.1      10.7      9.5        7.1 38.1 7.1        6.0

(3) (5) (4) (2) (6) (7) (8) (1) (8)

(177) 42.9 11.3      10.2      18.1      11.3      10.2      18.6      33.9      4.5        6.2

(1) (5) (7) (4) (5) (7) (3) (2) (9)

(134) 39.6 9.0        11.2      16.4      11.9      11.9      20.9      30.6      3.7        7.5

(1) (8) (7) (4) (5) (5) (3) (2) (9)

(43) 53.5 18.6      7.0        23.3      9.3        4.7        11.6      44.2      7.0        2.3

(1) (4) (7) (3) (6) (9) (5) (2) (7)

(105) 12.4      13.3      23.8      31.4      16.2      21.0      5.7 41.9 6.7        5.7

(7) (6) (3) (2) (5) (4) (9) (1) (8)

(64) 15.6      14.1      15.6      25.0      18.8      25.0      7.8 48.4 6.3        3.1

(5) (7) (5) (2) (4) (2) (8) (1) (9)

(41) 7.3        12.2      36.6 41.5 12.2      14.6      2.4        31.7      7.3        9.8

(7) (5) (2) (1) (5) (4) (9) (3) (7)

一般計

核家族以外

核家族

震災

震災計

核家族以外

核家族

核家族

震災

震災計

核家族以外

核家族

母
子
世
帯

母子世帯計

母子世帯計

核家族以外

核家族

一般

父
子
世
帯

父子世帯計

父子世帯計

核家族以外

核家族

一般

一般計

核家族以外

:母子世帯計、父子世帯計より5%以上高い項目

:母子世帯計、父子世帯計より5%以上低い項目

( ) 内の数字は各項目の順位 (各世帯毎)

○震災父子世帯の核家族世帯は「家事」が最多 

現在困っていることにについて、家族形態別にみると、母子世帯計では「核家族」と「核家

族以外」でその差が顕著な困りごとは見られない。父子世帯計では「家事」、「住居」、「仕事」

が「核家族」の方が高く、「核家族以外」は「結婚」、「相談相手」「健康」が「核家族」よりも

高い。 

「一般」「震災」別に｢核家族以外｣と「核家族」で、差が顕著な困りごとは下記の通りであ

る。 

・一般母子世帯・・・差が顕著な困りごとはなし 

・震災母子世帯・・・「家事」は「核家族」、「相談相手」、「子どもの世話や教育」は「核家 

族以外」の方が高い。 

・一般父子世帯・・・「生活費」、「子どもの世話や教育」、「仕事」、「家事」は「核家族」、「結 

婚」、「相談相手」は「核家族以外」の方が高い。 

・震災父子世帯・・・「家事」、「住居」は「核家族」、「子どもの世話や教育」、「相談相手」、 

「健康」「結婚」は「核家族以外」の方が高い。 
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②-3 現在困っていること＜未就学児、小学生の有無別＞ 

(%)

n=

生活費 仕事 住居 家事 健康
相談相

手
結婚

子ども
の世話
や教育

その他 無回答

(916) 56.1 24.1      19.4      2.9        14.5      10.2      3.3        28.5      8.0        3.1

(1) (3) (4) (9) (5) (6) (8) (2) (7)

(511) 56.0 27.6      19.4      3.7        12.1      9.8        3.5        33.1      6.5        2.2

(1) (3) (4) (8) (5) (6) (9) (2) (7)

(405) 56.3 19.8      19.5      2.0        17.5      10.6      3.0        22.7      9.9        4.2

(1) (3) (4) (9) (5) (6) (8) (2) (7)

(762) 64.4 25.1      19.4      2.9        13.5      5.8        3.9        26.2      8.1        2.1

(1) (3) (4) (9) (5) (7) (8) (2) (6)

(426) 63.1 28.6      19.5      3.8        10.8      5.4        4.2        29.8      6.6        1.6

(1) (3) (4) (9) (5) (7) (8) (2) (6)

(336) 66.1 20.5      19.3      1.8        17.0      6.3        3.6        21.7      10.1      2.7

(1) (3) (4) (9) (5) (7) (8) (2) (6)

(154) 14.9      19.5      19.5      3.2        19.5      31.8      - 39.6 7.1        7.8

(6) (3) (3) (8) (3) (2) (9) (1) (7)

(85) 20.0      22.4      18.8      3.5        18.8      31.8      - 49.4 5.9        4.7

(4) (3) (5) (8) (5) (2) (9) (1) (7)

(69) 8.7        15.9      20.3      2.9        20.3 31.9 -             27.5      8.7        11.6

(6) (5) (3) (8) (3) (1) (9) (2) (6)

(282) 31.6      12.1      15.2      23.0      13.1      14.2      13.8 36.9 5.3        6.0

(2) (8) (4) (3) (7) (5) (6) (1) (9)

(123) 34.1      13.0      14.6      19.5      11.4      13.0      18.7 47.2 4.1        4.1

(2) (6) (5) (3) (8) (6) (4) (1) (9)

(159) 29.6 11.3      15.7      25.8      14.5      15.1      10.1      28.9      6.3        7.5

(1) (7) (4) (3) (6) (5) (8) (2) (9)

(177) 42.9 11.3      10.2      18.1      11.3      10.2      18.6      33.9      4.5        6.2

(1) (5) (7) (4) (5) (7) (3) (2) (9)

(79) 45.6 10.1      15.2      12.7      10.1      11.4      24.1      39.2      5.1        3.8

(1) (7) (4) (5) (7) (6) (3) (2) (9)

(98) 40.8 12.2      6.1        22.4      12.2      9.2        14.3      29.6      4.1        8.2

(1) (5) (8) (3) (5) (7) (4) (2) (9)

(105) 12.4      13.3      23.8      31.4      16.2      21.0      5.7 41.9 6.7        5.7

(7) (6) (3) (2) (5) (4) (9) (1) (8)

(44) 13.6      18.2      13.6      31.8      13.6      15.9      9.1 61.4 2.3        4.5

(5) (3) (5) (2) (5) (4) (8) (1) (9)

(61) 11.5      9.8 31.1     31.1 18.0      24.6      3.3        27.9      9.8        6.6

(6) (7) (1) (1) (5) (4) (9) (3) (7)

未就学児、
小学生なし

震災計

未就学児、
小学生あり

未就学児、
小学生なし

母子世帯計

一般

震災

父子世帯計

一般

震災

母
子
世
帯

父
子
世
帯

母子世帯計

未就学児、
小学生あり

未就学児、
小学生なし

一般計

未就学児、
小学生あり

未就学児、
小学生なし

震災計

未就学児、
小学生あり

未就学児、
小学生なし

父子世帯計

未就学児、
小学生あり

未就学児、
小学生なし

一般計

未就学児、
小学生あり

:母子世帯計、父子世帯計より5%以上高い項目

:母子世帯計、父子世帯計より5%以上低い項目

( ) 内の数字は各項目の順位 (各世帯毎)

○震災父子世帯「未就学児、小学生あり世帯」は「子どもの世話や教育」が特に高い 

現在困っていることについて、「未就学児、小学生の有無」別にみると、「未就学児、小学生

のあり」の母子世帯、父子世帯いずれも「子どもの世話や教育」の割合が「未就学児、小学生

なし」の世帯より多く、特に「震災世帯」で顕著で、その中でも「父子震災世帯」は 6割を超

える。 


